

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































?????????????????????? ???? ?????? ? ??? ?
関索引より探ることにする。表をみてみると「健康管理」（産業衛生）は
「498．81」に、そして「衛生」は「498」になっている。したがって、「健
康管理」（産業衛生）に相当する分類記号は、「498．81」で、そして1「衛
生」に相当する分類記号は、「498」であることが分かる。次いで、このこ
とを念頭においてNDC本表を辿って確認ししみることにする。「498」よ
り「498．81」までを辿ってみると、先に指摘した「健康法」と「衛生」と
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日本十進法分類法本巻（一部抜粋）自然科学
496．46光覚．夜盲症
．47斜視複視．斜位
．5耳鼻咽頭科学
．6耳科学．聴器疾患→：14L22；49L375
内耳，迷路，中耳，鼓室，外耳，聴神経，耳漏，めまい，
．7鼻科学．鼻疾患→：141．23確9L376
．8咽頭．喉頭，口腔→：14L23；49L377
舌，唇，口蓋，扁桃腺
．9音声・言語障害．吃音→378．2；49L368；49L375
497歯科学Dentistry
．07研究法．指導法．歯科学教育
．079歯科医師国家試験
．1歯の解剖・生理・病理
歯冠，エナメル質，象牙質，歯髄，歯根
．2歯の疾患・診断・検査・治療
歯髄炎．24齢蝕症［むしはコ
．26歯周疾患：歯槽膿漏症
．3歯科外科学．口腔外科
※歯科麻酔学く一般＞は，ここに収める
．4歯科保存学．歯牙充填法．抜歯術
，5歯科補綴学．56義歯．6歯科矯正学．69美容歯学
．7小児歯学
．8歯科材料・器械．歯科理工学
．9口腔衛生．歯の衛生
498衛生学．公衆衛生．予防医学Hygienics．Publichealth※
Preventivemedicine→：375．49；61L99
耳鳴，難聴，ろう唖
．07
．079
．1
※軍隊の保健衛生，食事，防疫→394
※衛生工学→518；建築衛生→528
研究法指導法．衛生教育
衛生管理・技術者試験．保健婦試験
衛生行政．厚生行政→：317．73：36919
医学 490※公害・498．12
．13
．14
．15
．158
．16
．163
．2
．28
環境行政→519．1
※福祉行政→369．1；薬事行政→499．091
医療・衛生法例．医療紛争→：499．15
※麻薬・毒物・劇物取締法は，ここに収める
医療制度
※健康保険→364．4
医療関係職員の資格・任務
医師，歯科医師，看護婦，保健婦，助産師，栄養士，衛生技術師，X線技師，
り師，きゅう師，柔道整復師
※各資格試験問題は、各主題の下に収める例：497．079歯科医師国家試験
衛生試験
水質試験
医療施設
病院，医院，診療所，保健所，産院，サナトリウム
病院経営・会計
民族衛生．優生学．家族計画．産児制限→334．38
※遺伝学→467
断種．優生保護法
国民体力管理
あんま技師，は
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個人衛生．健康法→：598※????????????禁煙．禁酒
冷水浴．冷水摩擦
静坐法．自彊術．ヨガ
休養．レクリエーション．ウォーキング
※体育→780
睡眠．安眠
沐浴→：383．6
長生法→：493．18
精神衛生．健脳法→：493．79
環境衛生→：519；611．99
気候・大気・水・土地の衛生
熱帯医学、寒帯医学
高山病．高山医学
航空病．航空医学．宇宙医学
※別法：538．87
潜水病潜水医学
公害病＜一般＞
490自然科学
498．5
．51
．517．518．519．52
．53
．54
．55
．56
．57
．58
．583
??
?
??
食品．栄養→：383．8；588；596
食品学
食品と成分，加工食品，貯蔵，調味料
インスタント食品
強化食品
食品添加物
食品材料．食品商品：食用植物，食用動物
食品化学
食品衛生
※食中毒→493．157
栄養学．栄養科学→：49L47
栄養所要量，蛋白質，糖類，脂質，酵素，ホルモン，ビタミン，
栄養生理学
※別法：491．342
栄養病理学
治療栄養学．病態栄養学
保健食．食餌療法
※各疾病の食餌療法は，493／497の下に収める
※別法：食餌療法492．6
※痩身のための食事は，ここに収める
特殊栄養学：母性，乳児，老人，労働，集団給食
疫学．防疫→493．8
癩予防，結核予防，トラコーマ，性病問題，寄生虫予防
検疫
衛生動物学．衛生昆虫学
蚊，ハエ，蚤，・ダニ，ねずみ族
※原虫学，蠕虫学→49L6
小児衛生．母子衛生
※学校衛生→374．9；小児科学→493．9
労働衛生．産業衛生→366．99
健康診断．健康管理※
労働環境衛生：粉塵，有毒ガス，騒音，振動
産業疲労．労働生理
職業病：珪肺，工業中毒，鉱山病→：56L98
産業災害・安全→509．8
災害医学
法医学→：317．75；649．89
無機分，カロリー
．82
．84
．87
1．88］
．89
．9
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が一緒になった分類項目であることに気付くであろう。それは、「個人衛
生」「健康法」（498．3）の分類項目である。斯様なことより「亭主を早死
にさせる法教えます」は「498．3」の分類記号を付与することになろう。
皿おわりに
本論は、表題に示したように「NDCによる図書分類の基礎」に関する
研究である。図書の分類記号の付与をめぐっては、先に分類を行う担当者
が異なったり、分類を行う時期が異なったりすると同じ図書であるにも拘
らず、異なった分類記号を付与するという矛盾が生じる場合があること
を指摘した。斯様なことがないように図書の分類記号の付与をめぐって
は、極めて慎重に対処すべきであると考える。首尾一貫した分類記号を付
与するに当たっては、その基本的な立場を十分認識おくことである。斯様
な把握の観点により本論では、その1において、図書分類の意義、構準分
類表、NDCの構成等と図書分類作業を行う際、最も重きを置かなくては
ならない事項について整理した。次いで、その2においてはその1を踏ま
え、まず分類作業について解説を加え、次いでそれを踏まえNDCによっ
て図書の分類を試みた。斯様な作業より図書分類の基本用件を見出そうと
した。前述のごとく図書の主題はその書名を手掛かりとして把握すること
ができるが、しかし実際に図書の分類記号を付与する段になると、書名に
よって裏切られたり、主題を善意に解釈しなければならなかったりと、そ
の様相は極めて多岐に亙ることが明らかになった。今後は、より多くの図
書の分類作業を試み、分類記号の付与の基本要件を詳細に探っていく必要
があろう。斯様な課題をめぐっては、稿を改めて論じることにする。
〔注〕
（1）一般分類規程（一般規程）と特殊規程をめぐってもりきよしは、以下のよう
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に指摘する。
一般規程（通則）
1主題と形式
資料は、まず主題によって分類し、次いで必要があればその主題を表現す
る形式（01／08）によって細分する。ただし、総記類の大部分および文学作品
は形式によって分類する。
例：「土木年鑑」（土木学会）は510．59［×059］；「世界大百科事典」（平凡社）
は031；松本清張「小説東京帝国大学」（新潮社1975）は913．6［×377．28］
この規程で重要なことは、主題を優先させるということである。たとえば、
『日本近現代史文献解題』（佐治芳雄編）は210．6031であり、210．031ではない。
また形式区分は必要に応じて（文献量が多い場合など）行うもので、形式区分
をすることによって記号が長くなる場合はしない方がよい。したがって上例は
210．6にとどめる。
2複数主題
一冊で二つまたは三つの主題を並列的に取り扱った資料は、初めの主題か、
あるいは最も重点がおかれている部分の主題によって分類する。四つ以上にわ
たる場合は、それらを含む上位の項目のもとに分類する。なお、合刻書、合綴
書の場合もこれにならう。
例：岡島・右田「紙と天然繊維」（大日本図書1970）は585；丸川慎三〔ほ
か〕「ハクサイ・ホウレンソウ・レタス・セルリー」（家の光協会1971）は
626，5
この規程は、『実務上の便法であるから、ただ機械的に考えないで、主題の性
質、著者の意図、利用者の便利などを考慮に入れて決めるべきである。
叢書扱いと単行書扱い
多巻もののうち、講座、全集、シリーズなどの叢書は、その内容や構成が多
様であり、一括して配架分類するか、または単行書として個別に配架分類す
るか、よくまようところである。その取り扱いにあたっては、利用者の便、書
庫管理、書誌分類との関係などを勘案する必要があるが、叢書として一括配架
分類するのが適当とされるものは、次のとおりである。ただし、巻数表示のな
いもの、および叢書名がタイトルページまたは奥付だけにしか表示のないもの
は、単行書扱いとする。
また、叢書の全巻を揃えないで、選択的に購入する場合は、単行書扱いとし
た方がよい。
（1）個人の著作集（全集，選集，作品集など）
例：富田・土橋編「福沢諭吉選集」全14巻（岩波書店1980－81）は、08L6（2）多人数の著作集で、内容の配列が体系的か年代順であるもの、および各
冊に数著作が収められているもの。
例：「日本教養全集」全18巻（角川書店1974－75）は081；「日本歴史」
全26巻別冊5巻（中央公論社1970－72）は210．1
（3）特定主題に関する叢書、講座で体系的に編集されたもの。とくに、初巻
や最終巻に総目次、総索引などがつくもの。ただし、叢書名の表示が小さ
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く、総目次、総索引などが付されず、各巻が完全に独立しているものは、
単行書扱いとする。
例：「岩波講座基礎数学」全24巻79分冊索引1冊（岩波書店1976－
81）は410．8；「現代図書館学叢書」全5巻（理想社）は単行書扱い
［×010．8］（4）特定の地域、またはきわめて限定された主題に関するもの。
例：浅間神社社務所編「富士の研究」全6巻（名著出版1973）は
29L51；「講座日本の民俗」全9巻別館1（有精堂）は382．1
（5）官公庁や団体の調査研究資料などのモノグラフ・シリーズ。とくに将来
合本することが予想されるもの。
例：「マーケティングシリーズ」（日本貿易振興会1985～）は675．08
（6）終期を予定せず、逐次的に刊行される、いわゆる出版社叢書は、原則と
して単行書扱いとする。ただし、叢書名がよく知られ、それによって利用
者が検索することが予想され、しかも書庫管理上まとめて配架した方がよ
いものは、一括して配架分類してもよい。
なお、単行書として個別に記入された資料を、叢書として一括して配架
分類する場合には、叢書名の典拠ファイルを作成して、同一叢書の各巻が
分散するのを防ぐ必要がある。
また、書誌分類（1．5参照）を行っている図書館では、一括して配架分し
たときは、分類の分出の基準（p．128参照）のもとづき、各巻の内容に即
した分類の分出を行う。（抜粋）特殊規定（各類の規程）以下分類表の各項目から、疑義が生じやすいものについて、その取り扱いかたを解説する。NDC8版には、旧版に比して、分類項目に多くの注が付されているので、これらと重複するものは省略した。
800言語
①二か国語辞典は、日本語対外国語のものは、すべて外国語のもとに収め、
外国語対外国語のものは、より知られていない言語のもとに収める。ただ
し、その判定が困難な場合は、辞典の発行国にとって外国語である言語のも
とに収める。
例：「新英和大辞典」（研究社1960）は833［×813］；ローズ・イニス、
A．「漢英辞典」（吉川書店1936）は832［×833］
②三か国語以上からなる多国語辞典は、803ではなく、801．3に収める。ただ
し、きわめて特殊な言語の研究のための辞典は、その言語のもとに収める。
例：ジャパン・タイムズ編「日・英・仏・西・葡・伊語辞典」（原書房
1973）は80L3；バチュラー、J．「蝦和英三対辞書」（国書刊行会
1975）レま829，2［×801．3］
③発音、文法、会話、方言など、8□1および8□5／8□8（言語共通区
分の一1、一5／一8）に含まれる主題に関する辞典は、それぞれのもとに
収める。
例：大塚高信編「新英文法辞典」（三省堂1970）は835［×833］；東条
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操編「全国方言辞典」（東京堂出版1975）は818［×813］または、
818．033⑤語学の学習を目的とした対訳書、注釈書の類は、語学テキストとして8□
7に収める。（4．5．8②参照）
例：メルヴィル、H．著丹沢栄一訳注「モウビィ・ディック（白鯨）」
（評論社1979）は837［×933］
900文学
①文学における言語区分は、800に対応している。したがって、994／899と共
通に言語区分をして用いてよい。
例：金関寿夫「アメリカ・インディアンの詩」（中央論社1977）は995；
矢代和夫編訳「ブルガリア詩集」（新読書社1962）は989．1（抜粋）もりきよし編『NDC入門』前揚書pp．66－95（2）岩田規久男『金融入門』岩波新書カバー（3）同上書p．2（4）俵万智『短歌をよむ』岩波新書p．血
（5）田中克彦『言語学とは何か』岩波新書p．13
田中は、「はじめに」の部分で、以下のように指摘する。
私が本書で意図したのは、個々の学派や学説の動きをこえて、まさに二十世
紀の学問としての言語学が何につき動かされ、何をめぐって争い、全体とし
てどのような方向をめざしてきたのかを見ることである。そして、言語学を
見ることとは、じつは言語そのものを知るための最もみのりある方法であ
り、それはとりもなおさず、人間にとって言語とは何かと問うてみるための、
たしかなよりどころなのである。
（6）木村泉『ワープロ作文技術』岩波新書p．且
（7）同上書p．256
（8）松村明他編『国語辞典』旺文社p．597
（9）下中邦彦編『世界大百科事典14』平凡社p．417
（10）大八木明『亭主を早死にさせる法教えます』リョニ社p．4
（11）同上書pp．5－9
（12）同上書p．6
（13）同上書p．238
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